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一 過去の著名な歌人、二 著名な遺蹟や遺構、三 各地の風俗（名所、花など）、四 歌
枕、五 詠んだ俳句・詩、六 人々との繋がり（俳人たち・その他の人々）、七 旅への想
い、の七点で比較し、そこから、歌枕の地を辿る旅であっても名所としての光景より、名
歌を詠んだ古人への追憶に浸り、旅で新しい出会いを重ねる芭蕉に豊かな人間関係を築く
旅を見出し、対してアッギェーエは人間への関心が薄く歴史的事象に惹かれている所は対
照的であるものの、両者は共に芸術至上主義者であり、敢えて自らを過酷な環境に追いや
ることでその芸術の完成を目指したところに大きな共通点を見出している。イムラン氏の
論は、比較文学的な視点で二人の国民的詩人、俳人を取り上げ、俳句の精神がどのように
インドの人々に取り入れられ、アッギェーエが如何なる俳句の理解で芭蕉への強い共感を
持ったかを追求しており、二つの異なる文化の交流の一側面を極めて実証的に検証してい
る。日本の韻文知識など、いまだ独自の視点を持つに至らないところもあるが、今後の日
本とインドの文化研究において確実な足跡を残すものであり、博士の学位を授与するにふ
さわしいと判定する。  
